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概要 

 
• ポリシーは、設計時や開発時に考慮する必要のあるアセットの要件を伝え、ガバナン
ス、アーキテクチャ、およびその他の組織の標準にアセットを準拠させ、実施および

監視する手段を管理者に提供するためにアセットに適用されます。たとえば、ポリシ

ーはアセットを実行するプラットフォームや許容可能な欠陥密度率を特定することに

より、企業の品質基準を明示します。 
 

• ポリシーは複数のアセットに適用できます。 
 

• 複数のポリシーを任意のアセットに適用できます。 
 

• 各ポリシーは、少なくとも 1 つのアサーション文で構成されます。 
 

¿ 各アサーションには名前と説明があり、技術的な定義が含まれています。この

技術的な定義には、サード パーティのテスト/検証ツールを使用してアサーシ
ョンを自動的に検証する場合に必要になる追加のメタデータが含まれます。こ

のメタデータには、Web サービス固有のポリシー情報、XML、または外部シ
ステムで読み込むことのできるその他の形式を指定できます。 

 
¿ たとえば、欠陥密度のアサーション文では、欠陥密度を 0.1% 未満にする必要
があることを記述します。 

 

注意 

また、Oracle Enterprise Repository のポリシー管理機能を使用するには、Oracle Enterprise 
Repository の準拠テンプレートと Policy Management Solution Pack が必要です。ポリシ
ーやサンプルを入手するには、BEA_HOME/repository103/core/tools/solutions から Solution 
Pack をインストールし、Import/Export ツールを使用してお使いの環境にインポートします。 

http://docwiki.flashline.com/index.php/OER10134_ImportExport
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手順 2 : 準拠テンプレートと Policy Management Solution Pack のインポート 
 
ポリシー管理システム設定のコンフィグレーションが完了したら、BEA_HOME/repository103/ 
core/tools/solutions から準拠テンプレートと Policy Management Solution Pack をインストールし、
Import/Export ツールを使用してお使いの環境にインポートすることにより、ポリシーとサンプルを
入手できます。 

http://docwiki.flashline.com/index.php/OER10134_ImportExport
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ポリシー タイプの作成 

ポリシー タイプ テンプレートは、既存のアセットの種類または準拠テンプレートの種類を
ベースとして使用して作成できます。 
 

1. Oracle Enterprise Repository の [Assets] 画面にある [Edit/Manage Assets] をクリッ
クして Asset Editor を起動します。 

 

2. Asset Editor の [Actions] メニューを開きます。 

3. [Manage Types] をクリックして Type Manager を起動します。 

4. [File] メニューを開き、[New] をクリックします。 

5. [Create New Type] ポップアップの [Type for Defaults] プルダウンからテンプレート
を選択します。 

 

6. [Type Name] ボックスに名前を入力します。 

7. [OK] をクリックします。 

8. Type Manager の [Editor] タブにある [Archetype] プルダウンから [Policy Type] を
選択します。 
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ポリシー タイプへのポリシー アサーション要素の追加 

新しいポリシー テンプレートを正しく機能させるには、ポリシー アサーション要素を追加
する必要があります。この単純な手順は Type Manager で行われます。 
 
ポリシー アサーション要素は、ポリシー テンプレートの任意のタブに追加することができ
ます。次の手順では、ポリシー アサーション要素が [Overview] タブに追加されます。 
 

1. Type Manager の [Tabs] セクションで、[Overview] を選択します。 

 

Type Manager の [Elements] セクションには、[Overview] タブにすでに割り当てら
れている要素が表示されます。 

 

2. [Add] をクリックします。 
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3. [Select an Element Type to Add] ポップアップのプルダウンから [Policy Assertions] 
を選択します。 

 

4. [OK] をクリックします。 

5. [Edit Policy Assertions] ポップアップが表示されます。[Display Name] テキスト ボッ
クスにポリシー アサーションの名前を入力します (次の例では、要素の名前として
「Policy Assertions」を使用しています)。 

 

6. [OK] をクリックします。 

これで、ポリシー アサーション要素が [Elements] リストに表示されます。 

 

注意 : ポリシーに関連付けられているアセットを格納するアセットの種類には、ポリシー ア
サーション要素が必要です。 
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ポリシーの作成 

ポリシーは、他のアセットとユニークな関係を持つ特殊な種類のアセットです。 
ポリシーはポリシー タイプを使用して作成されます (「ポリシー タイプの作成」を参照)。 
 
この手順は Asset Editor で行われます。 
 

1. [File] メニューを開き、[New] をクリックします。 

2. [Create a New Asset] ポップアップの [Name] テキスト ボックスに、ポリシーの名前
を入力します。 

 

3. バージョン番号を入力します (省略可能)。 

4. [Type] プルダウンから適切なポリシー タイプを選択します。 

5. プルダウンから適切な [Initial State] を選択します。 

6. [OK] をクリックします。 

Asset Editor でポリシーが開きます。 
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7. [Policy Assertions] セクションの [Add] をクリックします。 

[Edit] ポップアップが開きます。 

8. 必要に応じて、[Name]、[Description]、および [Technical Definition] の各セクション
に値を入力します。 

 

注意 : [Name] と [Description] は、人間が読み取れる情報です。[Technical Definition] に
は、アサーションを他のプロセスやツールに渡すための、マシンが読み取れる (XML 
または同様の) 情報を入力する必要があります。 
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9. [OK] をクリックします。 

[Policy Assertions] セクションに新しいポリシー アサーションが表示されます。 

 

10. 上記の手順を繰り返して、アサーションをポリシーに追加します。 



 Copyright (c) 2007, 2008, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved. 11 / 20 
 

タイプへの適用対象アセット ポリシー要素の追加 

ポリシーは、適用対象アセット ポリシー要素が追加されている種類のアセットにのみ適用で
きます。たとえば、企業品質ポリシーがすべてのサービスに適用可能な場合、そのポリシー

が適用されるようにするには、「サービス」のアセットの種類に適用対象アセット ポリシー
要素を追加する必要があります。 
 
適用対象アセット ポリシー要素を追加する手順は、Type Manager で行われ、「ポリシー タ
イプへのポリシー アサーション要素の追加」の手順とほぼ同じです。 
 

1. 選択したアセットの種類を開きます。 

2. [Tabs] セクションで、適用対象アセット ポリシー要素の追加先のタブを選択します。 

3. [Elements] セクションの [Add] をクリックします。 

[Select an Element Type to Add] ポップアップが開きます。 

4. [Applied Asset Policies] 要素を選択します。 

 

5. [OK] をクリックします。 

[Edit Applied Asset Policies] ポップアップが開きます。 

6. [Display Name] テキスト ボックスに適切な名前を入力します。 

7. [OK] をクリックします。 

8. [Elements] セクションのリストに、名前が割り当てられた適用対象アセット ポリシー
要素が表示されます。 
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アセットへのポリシーの適用 

注意 : ポリシーの基本アクセス設定で、[Apply Policy] パーミッションをユーザに割り当てる
必要があります。 
 
アセットにポリシーを追加する手順はアセット詳細表示で行われます。 
 

1. Oracle Enterprise Repository の [Search] またはその他の方法を使用して、ポリシー
の追加先のアセットを探します。 

2. アセット詳細表示の [Apply Policies] ボタンをクリックします。 

 

3. [List All Policies] をクリックして、[Available Asset Policies] ボックスにリストを表示
します。 
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4. [>>] ボタンまたは [All >>] ボタンを使用して、選択したポリシーを [Applied Asset 

Policies] ボックスに移動します。 

上記の例では、[Sample Policy - Corporate Quality Standards] ポリシーが適用されてい 
ます。 
 

5. [Save] をクリックします。 

6. 確認メッセージが表示されます。 

 

7. [Close] をクリックします。 

8. アセット詳細フレームを更新します。 

9. アセット詳細の [Overview] セクションの  アイコンは、ポリシーが適用されてい
ることを示します (検索結果に表示されるアセットに対するポリシーの割り当てを示
す場合は、同じアイコンの小さいサイズのものが使用されます)。 
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アセット詳細の [Relationships] セクションでは、[Sample Policy - Corporate Quality  
Standards] は適用済みポリシーとして示されます。そのポリシーの詳細を表示するに 
は、テキスト リンクをクリックします。 

 

 

ポリシー詳細の [Relationships] セクションには、[Sample Policy - Corporate Quality  
Standards] が適用されているアセットが表示されます。そのアセットの詳細表示に戻 
るには、[Sample Service - Account Detail (2.0)] のリンクをクリックします。 

 
注意 : 複数のポリシーを任意の適切なアセットに適用できます。 
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ポリシー状態の表示 

ポリシー状態は、アセット詳細表示と検索結果のアイコンで示されます (また、ポリシー状態
はオプションの Navigator にも表示されます)。 
 
ポリシー状態は、適用済みポリシー内のアサーション文にアセットが準拠しているかどうか

によって決定されます。複数のポリシーが適用される場合は、その各ポリシーに準拠してい

るときにのみ、アセットが「準拠」状態になります。 
 
同様に、ポリシーは複数のアサーション文で構成されている場合があるため、すべての適用

済みポリシー内のすべてのアサーション文に準拠しているときにのみ、アセットが「準拠」

状態になります。 
 

 
状態 : 適用済み 
 
1 つまたは複数のポリシーがアセットに適用されていて、準拠/非準拠の状態が
不確定であることを示します。 
 
準拠と不確定のアサーション文が混在する場合、アセットの状態は不確定になり

ます。 

 

 
状態 : 準拠 
 
アセットがすべての適用済みポリシー内のすべてのアサーション文に準拠して

いることを示します。 

 

 状態 : 非準拠 
 
アセットが必ずしもすべての適用済みポリシー内のすべてのアサーション文に

準拠しているわけではないことを示します。 
 
いずれかの適用済みポリシー内のいずれかのアサーション文に準拠していない

場合は、「非準拠」状態になります。 
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ポリシー アサーションの検証 

ポリシー アサーションは、Oracle Enterprise Repository を使用して手動で検証するか、また
はテスト/検証ツールを使用して自動的に検証できます。このドキュメントでは、ポリシー ア
サーションの手動検証の方法について説明します。自動検証プロセスについては、お使いの

テスト/検証ツールのドキュメントを参照してください。 
 
ポリシー アサーションの手動検証は Asset Editor で行われます。 
 

1. 更新するアセットを探します。 

2. アセット内の [Applied Asset Policies] セクションに移動します。 

このセクションのラベルと場所は、タイプ テンプレート内のポリシー要素のコンフィ 
グレーションによって決定されます。 
 

3. 更新するポリシーを選択します。 

 

4. [Details] をクリックします。 

[View Policy] ポップアップが開きます。 
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[View Policy] セクションに表示されるポリシーへのアセットの準拠状態は、[Result]  
カラムに示されます。上記の例の状態 [unknown] は、ポリシーがアセットに適用され 
ており、そのポリシーのアサーション文への準拠が評価されていないことを示します。 
 

5. 更新するアサーション文を選択します。 

6. [Edit] をクリックします。 

[Edit Assertion Result] ポップアップが開きます。 
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7. [Evaluation Value] プルダウンを開いて適切な状態を選択します。 

 

この例では、[pass] 状態が選択されています。その他の詳細は、[Evaluation  
Information] に入力することができます。 
 

8. [OK] をクリックします。 

9. 更新された状態が、[View Policy] ポップアップの [Result] カラムに表示されます。 



 Copyright (c) 2007, 2008, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved. 19 / 20 
 

 

 

注意 : アサーション値を [unknown] に戻すには、アサーションを選択し、[Clear] を 
クリックします。 
 

10. 残りのアサーションについても同じ手順で検証を続行します。 

11. 完了したら、[OK] をクリックして [View Policy] ポップアップを閉じます。 

12. アサーションに対する変更を保存します。 

13. アセット詳細に  アイコンが表示されます。 
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ポリシーへの準拠を示す同じアイコンが、検索結果のアセット名の横にも表示されます。 
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